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特定の搾家や搾品と特定の土地 8風土との密接な結 び付

きは,文学の陛界では珍しいものではない｡且9樫紀英文学

に限ってみても,CぬaE･旦esD立地ensとLondon,Emi且yBronほ

とYo洩SぬiTeタThomas畳まardyとWessex等考,そ の例 は少

なくならも｡だが,ワ-ズワ又と湖水地方の場合ほ ど顕著 で

強固な降着と土地の結びつきは,他においそれとは見 られ

ないものである.

ワ-ズワスの場合,湖水地方の特定の土地に題材を求め

た搾品の数は枚挙に暇がない書その中でも- 土地と太と

の緊密な結合 (一体化)という点で - Poemso館 娩e

Namingof飽 cesと名柳 すられた一群の詩はひときわ異彩

を放っている.且845年の 『新版詩集』以降 7編構成が定着

することになる ｢土地命名についての詩群｣は,Lyrical

戯 勉ds第2版 く且800年うに初めて収載された時には5編

編成であった｡且8且5年の 『選詩集』でこれに且編が加わり,

且845年に至って現在の体裁が整う.ワ-ズワス研究家たち

にもあまり注目されることのない,この3段階の搾品成立

過程は重大な意義を秘めているように思われる.顔yicai

Baiiads収載搾品の 多 くが,その後幾つものグループ (た

とえば PoemsFoundedon娩eAEections,Poemsof娩e

Fanc3,,Poemsof娩efmagination等身)に分属させられ,

出自を次第に暖味に して行った事実を想起するにつけて

ち,この ｢土地命名についての詩群｣が,1800年の登場以

莱,且849-1850年の 『決定版詩集』(ワ-ズワス生前最後の

詩集)に至るまで一貫して固有のグル-プ名を保持し,そ

のアイデンティティを主張し続けたことは,意味深いこと

である.この事実は,まず,｢土地命名についての詩群 ｣

に対する詩人の並々ならぬ愛着を窺わせる . と 同 時 に , こ

の ｢詩群｣が共通の感興 ｡主題を宿す或る種の統一 体 で あ

ることを示唆する｡本論において筆者は,この統一体の意

味構造が先の 3段階の作品成立の過程で微妙な変質 ｡変貌

を遂げ てい く経緯 を明らかにする. そのことにより,この

*国際社会文化専攻 ｡国際言語文化講座

変貌が,ワ-ズワスにとっての く記号としての土地/風景

の意疎) の変化と表裏を成すものであることを,開明したい｡

藍-)

まず ,今後の論の展開上の便宜を図るため,合計7編の

｢土地命名についての詩群｣の分類をしておこう｡各詩編

に番号を柑す が ,そ の番号は 『決定版詩集』拍849-1850年)

の配列によ る.2)搾 品 ① ぽ 馳̀wasanA画且Momimg:鮎sh

an浸鹿 ar… (Compose浸 且醐0;Pu旭shed且80批 搾品②は

…ToJoamna" (Compose通 且800;Pu旭shed且80批 作品③

ほ '''T三二ere is Pi三I Erillii･ierlCe.- Dfti-ieSe OIJrlriii'isl

(Compose浸 且800;Pu旭 Sぬe通且80批 搾品④は "Anarrow

girdle 〇f rc'l_lgl{i StO:l_eS aril.icrags,"I:C･oITiPDSed 輔 !:);

㌘漉且ishe絶 息80批 作 品⑤ は "ToM｡H｡"(Compose絶息800;

㌘弧旭shed i800),搾品⑥は "Whem,摘 洩ea甑acもionsof

馳ebusy閣融ば'(軸 sed且8秒且805;取組shed且8且5),3)作品

;I;.は 一宇○Ii.i,ifrom ajlLittirigridge,around雨osebase‥

(Composed 且845;Pu旭she絶息845)である.これら7編の

詩は,先ほど述べた三つの制作段階に応じで,次の三つの

グループに分類することが出来る- グル-プA (作品①,

②,③,④,⑤),グループB (A+搾品⑥),グループC

(盟+作品⑦)｡

｢土地命名についての詩群｣の中核を成すグループAは,

詩人の明確な意志によって統一されている.その事は,吹

の一事によっても明らかである.作品①は春 (i.i:"anApril

M orning")の光景を歌い,作品②はある夏の日鶏.36:"One

summermoming")の不思議を語り,作品④は秋(i.7:"One

ca且m Septembermoming")の出来事 を扱う.作品③,⑤

には 季 節 へ の直接的な言及こそ見 られないが,作品③の澄

み切 った星空 (且.10:HThestarofJove,sobeauti餌 and

且arge")は晩夏から早秋の夜空を連想させ,作品⑤が 且799

年の且2月28日の日付を持つことは夙に知られている.4)つ
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まり,グループAは,春の訪れをを起点にして 丑年の四季

を歌い込んでいるのだ｡ここには,円環の形で完結し,充

足した季節の営みが灰めかされている.この事実は,当時

のワーズワスのグラスミア生活の在 り様を強く示唆する.

ワ-ズワス兄妹が長い異郷暮らしの末に故郷の湖水地方の

一角グラスミアに居を構えたのは,且799年の且2月20日のこ

とである｡時期的には,この後ただちに作品⑤が書かれた

ことになる.この事実は或る興味深い意味を持つが,その

点には後ほど詳しく触れる.

｢土地命名についての詩群｣が書かれた当時の詩人のグ

ラスミア生活の実体を知る上で不可欠なのが,作品Home

atG那戊Sme紺 である.且800年の3月から4月にかけて大部

分が書かれ,その後の加筆を経ながらも,結局ワ-ズワス

の 生 前 に- 死後も永らく- 発表されることのなかった

こ の 長 詩 は ,且800年当時のグラスミアとその周辺の土地/

風 景が詩人にとって如何なる意味を有した か を , 雄弁に語

ってくれる.一言で言 えば ,詩人にとって グ ラ スミアの谷

間は く回復された 楽 園 )- 少年の日に垣間 見 ,その後の

放浪生活で見 失 って nた楽 園 - そのもので あ った.5)

Thebocrlisabsc･iute;SurPaSSir,ggrace

T･3 me hatl_rilLleel,iVOuChsafed;ar+iO rlg +Jne bowers

Ofb三issfulEderlthiswasrleithergive :Ti

NGrcouldbegiverl-p.3SSeSSioriOfTjTiegood

Whichhadbee王T,iSighedfor,arlCientt:riO.JghtfuiI-iliied,

Anddear Im agirlaT_io三Tl_Srealized

Up-LOTlheir highest lil_eaS:JreJ.yea,aridmore,

猛払meatGrasme花,MS｡B,払且22-28)

ワ-ズワス兄妹がグラスミアで獲得 したもの (Hpos-

sessiomM)は,アダムとイヴの楽園に勝るというのだ.エ

デ ン の 園 への言及が出たところで,｢土地命名についての

詩 群 ｣ と の 関連で,読者はアダムのあの(命名行為HGenesis,

2:且9 - 20)を想起するかもしれない.｢人が独りでいるのは

良くない｣と考えた神は,アダムを助ける生き物として家

畜,鳥,獣を創り,彼にその名を呼ばせる.この場合のア

ダムの命名行為は,明らかに対象物の (所有 ｡支配)を象

徴するものである｡それでもなおアダムを助ける者が足り

ないと考えた神は,女 (イヴ)を彼に与える.筆者は,ワ-

ズワスに ｢土地命名についての詩群｣の制作を促した衝動

が,アダムの場合に似た或る種の所有欲/支配欲にあった

ことを主張したい.考えてみれば,この時期のワ-ズワス

は彼が望むもの- 長年望んできたもの- のほとんどを

所有しかかっていたのである.彼の傍らには同居人として

妹ドロシーがいる (挽meatGyusmereは彼女に捧げられ

た詩と言っても過言ではない).6)詩人の住まいを訪れる客
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人の中には,弟ジョン,親友コールリッジ,将来の妻メア

リーとその妹たちがいた｡ワ-ズワスが所有するものは,

我が家と愛する人々だけではない｡彼には,LyricalBaiiads

というコールリッジと共有の財産もあり,ささやかではあ

るが詩人としての名声も近づいてくる気配があった.この

時期ワ-ズワスは - 所有願望の充足という点で - 生涯

最大の幸福感を味わっていた,と言っても言い過ぎではな

い｡詩人の次の発言がそのことの証である｡

TheLord〇f'Lhiserljo-JVTie:ltisorlEart-Ti

AITl_dirlrrjybreast.Whatworlderif王spealfi

Withfe_TVO･jrJ.ameXalitedwiこ土tiliethoILighT.

Ofmypossessions,ofm y genuinewea旺ぬ

三rlWardaridc･utward?

IlfjTl,)チ7.,g･3tGras.,Jie･J･e,his.B,.!'1.87-9i)

｢土地命名についての語群｣に歌われた命名行為は,詩人

が持つ ｢内部の富｣と土地/風景が有する ｢外部の富｣を

結合させ,己の不動の所有権を確立しようとする行為とも

言える｡その意味では,これは動物が己の行動範囲を主張

するために行う (臭い付け)に似ていなくもない甘作品①

では谷間に,作品②では岩に,作品④では岬に,作品⑤で

は林間の水場にと,次から次へグラスミア近辺の土地に命

名し,己の行動範囲/勢力範囲を確保していく詩人は,常

にその所有領域の中心に位置する,言 わば 領 主 的存在 な の

である.

これまで,主として現実的 ｡物質的観点 か らワ- ズ ワス

の土地命名行為に潜む意味を詮索してきたが,同じ行為に

潜む精神的 ｡霊的意味 (詩人自身はこちらを主張したいに

相違ない)を見逃すわけにはいかない.グラスミアという

閉ざされた楽園/円環の中心点 (HomeatGrasmere,MS.

B,且｡204:=血smajes転 se且f-su践cingwor且dM)に安住す

るワ-ズワスの満ち足 りた心の心象風景とも言える光景

を,我々は HomeaiGrasmereに見出すことができる｡7)

それは,ワ-ズワスが自分たち兄妹をその一部 (白鳥)に

準えた,春を呼ぶ水鳥たちの乱舞である.

Behoid挽em,ぬowtheyshape,

Orbafterorb,.theircollrSe,StillrcundalTlldrou_Tld,.

A-)ovethearea oftheLake,theirowri

Adoptedregion,girdingitai〕out

Ⅰnwantonrepetition,yettherewi紘一

Withthatlargecircleevermore renewed-

Hundredsofcurvesandcirc且ets,highandlow,

Backwardsandforwards,progressintricate,

Asifonesp且ntWasinailandswayed
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′TI二Ieiriridefatigab三eflig壬it,

ぴあmeatGrasme摺,MS｡B誹.292-301)

水鳥たちの飛邦 (円環運動)を統べる ｢一つの霊｣(‖one

spirit")は,グラスミアの く土 地 の 霊 H MS.盟,且｡364"a

presi血 g Spiriも")として詩人ワ-ズワスを導く霊でもあ

る.8)このことの自覚から次の詩句が生まれる- "ova且e

c･fPeace,T.;e三三･e/''Ai,ldmmStbe,東thGLld'S,.Iv-iii,ahappy

わand呈"(MS.B,払 873-74).ワ-ズワスのこの種の感性

と意識と信念 中信仰を重視すれば,土地と人とを霊的｡精

神的緒で結ぶ行為 (宗教的な聖別行為)としての土地命名

行為の意味合いが生じてくる.恐らく,｢土地命名につい

ての詩群｣に具わる意味構造をどちらか一方に特定してし

まうことは間違 いであろ う.｢土地命名についての詩群｣

には現実的 中物質的次元 と精神的 ｡霊的次元の両面にわた

る重層的な意味組織が潜んでいることを念頭に置き,我々

も複眼的視座 か ら個々の作 品 の分析に移ることにしよう｡

(二 )

｢土地命名についての詩群｣ 冒頭に,妹 ドロシ←に因ん

で詩人によって "EMMA'SDELL"と名付けられる土地

を歌う搾品が置かれたのは,自然なことである.なぜなら,

グラスミアはワ-ズワス兄妹にとって終の棲家となるべき

土地(作品①,払45:"Yea訂Sa鮎rwearegoneand豆nour

gravesH)であり,HomeatGrasmeyeが語る通り 伽S.A,

ll,971{98:i'Fo_TP_TO-Jfbeh.31dTJnisVaiieyar_己-L,eholdI/'Yor.

cottage,wherew地 memyEmmadwe且且S｡"),詩人の同

居人ドロシ-/エマは彼の分身でもあったからだ｡明らか

に作品①は,詩人と運命を共にするこの女性へのオマージ

ュとなっている.と同時に,この命名行為によって,詩人

は妹の名を持つ美しい谷間 くそのモデルはイーズディル)

の共有者ともなるのだ.次の詩句の存在は,余すところな

くワ-ズワスの心中の密かな願望 (所有欲)を物語ってい

る- "Soondid洩espoもわecomemyo洩erhome,/My

dweiiing,andmyout-of-doorsaboぬ"(ii.40-4鉦
作品①とは逆 に,妹が晃ウイリアムの名を或る山峰に付

けるのが,搾品③である.グラスミア近辺の山々の中にひ

ときわ高く奪え,最後まで夕陽を浴びるこの山の実名は,

Hstone-A珪hur"である.グラスミアの王者に相応しい名

を持つ山に己の名を冠するワ-ズワス (直接の命名者こそ

妹だが,詩人は明らかにこれを容認している)揺,心理的

にこの土地の支配者 ･額主に自己を擬している,と言えよ

ラ.この峰に対する異教の神々の王ジュピターの加護を暗

示する次の詩行は,土地の精神的支配者としての詩人の願

望と自負心とを反映するものである- "ThestarofJove,

sobeauti餌 andlarge/Inthemidheav'ns,isneverhair

sofair/Aswhenheshinesaboveiも.=乱 10-12).ス

トーン ｡アーサーの山そのもめは,グラスミアの村落から

北東へ 1マイル以上隔たっているが,この山 吐息:Han

Eminence")に喰えられたワ-ズワスの心理的位置は,閉

ざされた楽園 消 環)の中心点を占めるものであるに相違

ない.かくして,詩人の所有欲は - 妹の命名行為にカム

フラージュされた形で- 巧妙に充足される｡

グラスミア定着後直ちに書かれた作品⑤は,詩人が2年

後に結婚する予定の相手メアリー リ＼ッテンソンに捧げら

れている｡詩中で詩人によってメアリーの名を冠せられる

のは,かさな池払7:如asma且旦bedofwaもer'鵠 8:"洩is画 門)

を持つ林間の閑かな隠れ場 鶏.13:…血scain recess…;且.14:

､､TTiisgia亡iec王.I,I:ater㌦ 三.14:‥･こhisorlegreen玉eidl.;i､23:

"挽iss班旦nook")である｡幼くして両親を亡くしたワ-

ズワスにとって,将来の妻メアリーは- ドロシーとは違

浴- 母性を感じさせる女性であった｡その意味で,この

場所の中心的存在である r･泡｣は - 精神分析学風に言え

揺 - 母性の象徴としての完壁な機能を果たしている｡筆

者は,この池/水場の存在に詩人の子宮回帰願望の反映を

見る.｢子宮回帰願望 ｣ が も し言い過ぎであれば,詩人の

帰巣本能と言い換 え て も 良 い.つまり,｢メアリーの池｣

はあの H̀a虹 Leap W e且且' と同じ水場でもあるのだ.

作品⑤と作 品 "Ha虹 LeapWe且且門の親近性はもっと注目

されてよい･9)作 品 ⑤ と "Ha珪且eapWe且旦…は互いに数 ヶ

月を経ずして書 か れた作品である｡iO)また,作品 "Hart-

Leap Well"に題材を提供したエピーソー ドは,定住の た

めにダラスミアを目指すワ-ズワス兄妹の徒歩旅行中 に 起

こった もので,そのエピソー ドそのものは Hom e at

GgTaSmereの詩句 (MS｡B,払 236-46)として記録されて

いる｡この様な背景を考慮すれば,両搾晶のテーマやイメー

ジの類似は偶然として片付けるわけにはいかない.土地の

領主に駆り立てられ,死に擬した牡鹿が最後に求める場所

が件の ｢泉｣鉦 i48:"洩ewe鉦';Li50:HthisfountainM)

である.詩人は想像する,｢この水場は,牡鹿が母鹿の傍

らを離れて最初に水を飲んだ場所だったのだろう｣乱 且5レ

52:"Thiswaもerwasperhaps洩e鮎sthedrank/Whenぬe

hadwander'dfrom hismo血er'sside.=)と｡この ｢泉｣

揺,牡鹿にとって - また,この詩を書いているワ-ズワ

ス自身にとっても- 間違いなく (母性の象徴)なのだ.

同じ理由から,｢泉｣ は - 牡鹿にとっても詩人にとって

も- (故郷のシンボル)でもあった (Cf.払 155-56:"And

he,perhaps,foraughtweknow,wasborn/Notha旦fa

鮎rlongfromthatse且t-samespring.H).死を賭して母の記

憶と幼時の思い出の残る故郷へ駆け戻る牡鹿の物語を土地

の老人に聞かされたとき,詩人は ｢忘我の境地｣(HtranceM)

を味わう-
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A!ld,.,.vihierithe打FlTIC己

Cameもous,aswestoo通byHa班一息eap W e且且-

Theinもimationof洩e m混er血y

Wh立地 isもocome,払efaire訂WOr星組洩an洩is-

Aridraised1:lS uP..dejectedasWeWere

Aril/U三1gTLliniereCC･rds13f-tili2'.･IliClユefuipi3Ce

Byscrr〇wfort三二eIritiTitetibe?_Sミwln_〇 I-Jriere

:fi去dyieideこミ,lP in_is 三:･reath言1-.ieaTtVful汀aこ.:a --

TlrleVisioTiCfi,iu_TT/iaコit?,:a三-1jI-J!-Gc,d

TとE_?心･iirTTler,Godtli7_eSljff亡rer,了TT̂:-.hellthe三Iieこrt

Ofh･ispciOr Cre-a+LIJreSSILiff-ers.I.VrCngfuiユy-

3C･TJnii_rl琉esarL]iTleSS 三ri;:ミ止ejoy,;-.:a fc･llTid

A p訂Om孟sean組 aneam esも洩 品もw e もwam,

ApairsecediTlg frrJri,_-1hieCCn-1ユニ{jriWOritll,

),/:igh二三二tilPlt hail〇wedsi〕OT_t〇I,I.壷chi3urStei〕S

W e_re T_eTICliiTig,iriこ土呂+iiril:iir元.llillairlCCk..

Aiightever_TJnllSearlyfc)I ol/irSe二vessecILi_Te,

Aritliiriti-le rr_ids二･3fthese ,lillhl,uP打 tilrieS.

Aporticlri･3fT=rieb三esse･IirieSS血王C'i-i1137/･e

ATidkこC･WiedgeTL.I,Jiii,/TlreTrこSこ,herei7fT_e_T give

TcLaritheVaiesc.i-eartl_nlarida三irTia_TIJkinlri.

(茸'):,.:･;～一l/i7fl=T･]･L･.･.S,,]･f蛸;∫:VIS.B‥lii∴ごlう;:51.I,6､さ

詩Aは,牡鹿の死の物語に (地 上 の生物の存在苦 ) ど ( 被

造物への神の恩寵)の寓話を読みとっている.それが , こ

の物語に詩人が …sa通弧eSS"のみならず "joy"を感じる理

由である.牡鹿は,苦悶する Hhuman軸"の- また,両

親の居ないÅ生の苦しみを味わってきたワ-ズワス兄妹の

-一象嵩であ':;./Gor/i,,'Tln.eMolJmer,Gcd ヒlnie S,jffere_,7.

はその様な被造物の運命を黙視せず,必要 な 時 に 適 切 な 形

で恩寵を垂れる く恵み深い神)の姿なので あ る (See 且且. 且65-

68).この様な図式の中に上の詩句を 置 い て 読 め ば , ワ-

ズワス兄妹が目指すダラスミアの飽く日払atha且旦OwedspotM,

"払atindivi血a且nook")揺- その中心に位置するグラス

ミアの湖と共に一 牡鹿にとっての終憲の地 H̀a虹Leap

We且旦'と重なってくる.父祖の地の一角を責めるグラスミ

アで自分たちに付与されるであろう神の恩寵を,詩人兄妹

は信じている (杏,信じたいのだ)｡その故にこそ,牡鹿

の恐ろしくも悲しい物語が二人にとっては ｢忘我の境地｣

をもたらす話となり得たのである.

以上の読みから,次のことが明らかになる.作品⑤の水

場 (Hthisst親 nook")は,ワ-ズワスにとってはまず母

性の象徴であり,次に故郷の象徴であり,そして神の恩寵

の象徴でもあった.詩人はこれらの要素すべてを内に秘め

た ｢隠れ場｣に未来の妻メアリーの名を冠することで,見

事に自己の所有願望 - 物理的かつ精神的な- の充足を
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果たすのである.ここで,搾品⑤の …Thespoもwasma鹿

byNaもurefoTぬerSe且f:"鶏.15)なる表現に注目したい｡｢メ

アリーの隠れ場｣と命名されたこの土地が ｢自然｣によっ

て ｢自然自身のために｣作られた場所だとすれば,ここに

はメアリーと ｢自然 (の女神)｣との一体化がほの見えて

くる｡ワ-ズワスは未来の妻を密かに神格化することによ

り,自己と ｢自然-神｣との完全な合一をも目論んでいる

様に見えるのである.

t:I:I,

｢土地命名についての詩群｣中で最も有名なのが搾品②

である｡"Togoanna"と名柳 すられたこの詩は,これまで

論じてきた作品①,③タ⑤とは異なり,ワ-ズワスの現健

的 ｡現実的側面(詩人の所有欲)よりはむしろ彼の精砕的 8

霊的側面 (宗教的願望)が強く表に出た作品である｡した

がって,この詩を論じるにはこれまでとは少し違った切り

口が必要になるが,そのための事務摘1りはやはりHomeai

Grasmeg7eに見出される｡HomeatGrasme柁のワ-ズワス

には強い自覚がある - 神の恩寵により自分にダラスミア

での幸福な生活が与えられたのは,安穏 と 田舎暮らしを楽

しむためで は な く , 後樫に残る立派な 詩 搾 品 を この地で産

み 出す た め な の だ , との自覚が｡そし て , 詩 人 が制鰐を目

論 む畢 生 の大 鰐 の 主 題 とは今次の様な も の で あ る-

i∴ cEPlg be女汀eti,ie了):essedhC,i.;I-2rT3jJeS,

Wou星組 S孟ng描SO且itude洩espousa且verSe

Of払 isgyeaもconsum m aもion,wouは prociaim-

Speakingofno洩ing more洩anwhaもweare-

Howexquis鮎 旦y洩eindi扇退隠a且Mind

(An援挽eprog陀SSivepowerspeyhapsno旦ess

Of払ewぬo且especies)もo挽eextema且wo訂且d

ⅠS触ed;an組howexquisiもe且ytoo-

Theme地isbu目地eheardofamongm en -

Theexもema且wor旦dis鮎 もedもo挽emind;

And洩ecreation極yno且owe訂name

Canitbeca狙ed)which洩eyw地 b且endedm主g如

Accom錘sh:t量扇sismygreatargument.

(HomeatGgmmere,MS｡盟,盟.1002一拍)

今詩人は,ThePyeiude(特に,1805年版第12巻368-79行)

の読者にはすでにお馴染みのテーマに言及している.ii)そ

れは,人間の心 (内界)と自然界 (外界)との相互交流の

テーマである.この内的世界と外的世界は,相互に作周し,

浸透し,融合し合うことにより,あの "unknownmodesof

being=(謁ePrelude,1805,Ⅰ,420)を現前させる.入間

の想像力が主導的役割を果たすこの種の非日常的現象の内



ワ-ズワスと土地/風景の記号学

に,ワ-ズワスは神の ｢創造活動｣("creation")の雛形を

見る｡ワ-ズワスによれば,この ｢創造｣は入間の魂(so遇/spirit)

が 鳩 然｣の魂 (sou旦/sp立通 ) と共同で行う,一種霊的な

行為なのだ｡その辺りの機微 を雄弁に物語るのが,｢赤子｣

(_TI71,i,P;Y･舟 こ;i,.7,三8･05ヂ且 237:､ゝtheinfa.Tl/iBat}e'､It:･T/:鐘 声言明･

在り様を歌うヨ協ePg7eiudeの次の一節である -

Em錘鼠もまca且且ysuchaBeing且ives,

An孟nmateof洩isac転veuniverse;

FromNaTLureiargely<rie三･eCeiyes;三l_･:･TSC

Issatisfied.～ltjlLl三k geiy givesag裏1-i,

Forfeeミi_Tlig lrlaSこCl三王m iri-i.73ar[e･:iStrerlgt<iTi.

ATi.:ii:J{･lt-vI,-e_Tfliiiri{-iiiミeri-Lime二̀こSC;igrief,

C･lL-a:(.Ll.itatic･nJ.fear}aITi,_:.jV.lrlisコ王ニd,

監ven asanage如 of挽eonegreaもmin組タ

Creates,CreaT_C･rP__Tldreceiverbo挽..

Wo_TkirigbuT.ill;:二ianceWiththe一一,vcLTks

IT13fn三止 iこbelTli｡ids.-St･LiC‡三,Ye_,ii,I-,isT_Irie貢rsこ

PoeヒicspiriT_OfourIrll'tril,ti二三Iife;

･･-､乃 ビPJl,'1-.･i･!･:,(:-ど,.ll/S'lI･15.,王.2,3::t一圭:-,こ:;.

ワ-ズワスは信じている - ｢恵み深い太 霊が この地上と

太閤の心を統べている｣ ことを (See 殉 e Pyeiude,1805,

vtLIT ･:上 17:i-A gr-dC三olJSS三).lritrJerthis e?1_TT/ripre･'i(=ie3.

,,'Åェ己っ:erTliehearこCI-:rian∴∴ 二の :-/:･;:=lI霊｣忘 二~一一

ズワスによっていろいろな呼称 ("S皿且","艶ing",

"きぬも隠re…,"God"等身)を与えられるが,それはキリス

ト教的な神とはかなり異質の異教的風貌の神的存在であ

る.ワ-ズワスによれば,太も動物も植物も- 杏,無機

物です ら- 内に s̀piriも'を宿す存在として,等しく宇

宙の ｢太霊｣の分身なのである｡正統派のキリス ト教徒の

巨にはいささか異様 に映る (ワ-ズワスの神)の典型を,

我利ま"銅a珪且eap We且且"に見出すことができる.牡鹿の

死を悼む次の詩句に注 目したい -

Thisbeast三IiJ3-LurlObservjL:ibyNat.Li:L-efeili､

Hisdeathwasmourn'd bysympathydivine.

TheBeing,洩abisinthec息ou組sanda勘

Thaもisin洩egreen且eavesamong蝕egrovesタ

Maintainsadeepandreverenもia且caTe

For洩em もhequietCreaturesWhomhe且oves｡

(丑 163-68)

それを HNatureHと呼ぼうと,"Being"と呼ぼうと,万物

に恩寵 ("adeepandreveren血豆careH)を垂れるこの ｢存

在｣がワ-ズワスの神であることに疑問の余地はない.そ

の意味では,且800年当時のワ-ズワスは異教徒と呼ばれて

も論駁できないアニミスティックな汎神論的心性の持ち主

であった｡

作品② "ToJoanna"は間違いなく く入間の心 (内界)

と自然界 (外界)との相互交流のテーマ)を扱う詩である

が,その背後には以上見てきた様なワ-ズワス独特の信仰

体系が伏在してnる.稚品②は,グループAでは異色の存

在である｡まず,勉の搾品が程度の差こそあれ,すべて実

在の土地や場所を扱っているのに対し,"goannaタS鮎ck日

払85)は実在しない岩である.12)ジョアンナそのAは,メ

アリー ｡ハッチンソンの妹として実在する入物であるが,

彼女に関して搾申述べられることの幾つかは事実と敵齢す

る.13)架空 の太物が演 じる架空の出来事 を語る "To

50品mna"揺,｢土地命名についての詩群｣のどの詩よりも

:,7-ズTI.:スJ二･･雪濠カ (Cf.i∴71:‥di･eamSaridv三sio_-iary

impu且ses")の産物と見なすことができよう｡侍品②の内

容は次の様なものである｡ある日詩Aは土地の敗師に ｢な

ぜ苗代の呪術僧の真似をして石に奇妙な名前を彫り込んだ

りしているのか｣と開かれ,その訳を語 り出す.それは2

年前のことで,詩Aとジョアンナは或る夏の朝,散歩に出

かける.ローサ川の岸辺に聾える大岩の前で,詩Aはしば

し岩の表面を飾る色 彩 の見 事 な 美 しさ 机.那 :…Thaも

孟ntemi孟Ⅹ餌reofde且icious ぬues")に心を奪われて見とれ

る｡詩人のあまりの洗惚ぶり 鶏｡53:"Th鮎 ravishme‡漉 of

m壷ne…)を見て,傍らの乙女は声を上げて笑う.すると,

その大岩が,周囲の蜂考が,遠くの山々が,一斉に声を合

わせて高らかに乙女の笑い声をこだまする-

Tll-leI-OCk,iikesc･r+ie法irigSta三てiilgfrc.m ,3Sleep.
Tookljp点eLady'svcice..aコdia,J.giが.,dagairl:
Tiriata三lCienこWorl,la_TISeatedonI-IeiiTl-Crag
Wasre岩,Jly一流hhercavern;Ha_Tri三,{lar-Scar,
AridTJleTJdiニSteePOfSま-Aver-:HIow,Se‡ユニ!'oI,TJn
AriOise-Jflaugh,Ler,:SO.iiTjhlei,三1Loliighrigghear〔iT
AndFairfieldall_≦wer,(i甘i-LIhiamOumT_ョirltGrie:
IHIeiveilynfarimLOtlheClearbluesk-)/-

Carrie(i-theLfidy'svoice,一一-〇ユd Skid亡iawblew

l王ssi⊃eEikirlg trlL-lmPet∵-bZiCkc･.i.itOfthecl101ユds

OfG旦aramaras皿払wardcame洩evoice;

And監irkstonetoss'dit翫mhismistyhead.

(ll.54-65)

ロ-サの岸辺からスキド-山までの12-13マイルの距離を

思うとき,これは実に途方もない話である｡ここには入間

の声と ｢自然｣の声との宇宙規模の共鳴が描かれている.
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詩人自身の証言にある通り,14)たしかにこの壮大な自然の

オーケストラには,朴言を言う牧師に一泡吹かせてやるこ

とを目論む詩人の意図も潜んでいるだろう.だが,ワ-ズ

ワスが上の詩句を書いたことの真の意味は,別所にあるに

相違ない.ワ-ズワスの真の意図を知る上で,詩人自身の

次のコメントは重要である-

ierltireiyliOSeSigIrll:〇frl-1yI'irstT,llrPOSe.ITrdkefire

ill･L-.Fie:iiTleSi-Lh-d-LariCientWOrl,lan'.三goa_nlipltkヒ

strai_T10fi-drlCy 〇̀ld Skidda-I,;/ aridter_TriirlaT_e･Lll-1e

rlescriptioニin tllmuit ●ÅTldXirkstorieleTLC･∫

describirigr.･Vhatforari,10:rlerit三beiievedeitl_Pier

act-ila"li丁toCkplaceat'･;:rletine..o_,wlrien ihave

tきeen_Tefiecti三IlgOnWhattiid二ake piace三havehad三

･_emporarylDelief,.insolmie 玉T.C･,iilrlagi:laT.ion,こiid

reaiiyormightihiaVetakelTlpiace予

'Lil,,itha･LStraincfhriCy-'や `̀irlSOri･iefitofimaginatiorl日

という表現に注目したい｡詩人がこの詩で単なる く物理的

事実)を語ろうとしているのでないことは明由である｡彼

は己の心の中で- また,ジョアンナの心の中でも- 起

こった く精神的事実)に表現を与えようと苦心しているの

だ詳野生の心を持つ乙女｣旺23:"洩a乞wi且d-ぬea紙edMaidM)

と称されるジョアンナは,都会育ちであるにもかかわらず

に の点は現実のジョアンナと異なる)ワ-ズワス兄妹と

同質の心性の持ち主である.この様な乙女であるが故に,

ジョアンナは詩人と神秘的体験を共有できたのであろう

(ll.74-'76:̀iÅニ底 whiユewebothwereiiste血 g,.tomyside

/Tlh_afair50arlrladrew,/dSifshewish'd/TosheiT_eri_T･C･iTi

som e o陳ctofherfear｡").人と自然が演じる,規 模 も効

果も 異 常な音の共演/競演は- 物理的次元 を超え た 精 神

的･霊 的次元では- 入間の魂と ｢自然｣の魂との 交 流 ｡

交感 の 図に勉ならない.この神秘的世界では石も,岩も,

山も ま た生命を持つ存在である (Cf｡且.83:"洩eliving

stone")｡ 詩人がこの体験談を語って開かせる相手が村の

教会の ｢牧師｣机.21:"TheVicar")であり,当の詩人が

異教の司祭 鉦28:"aRunicPriest")に準えられている

ことも意味深い.少なくとも1800年時点のワ-ズワス (異

教的汎神論の支持者)は主張したいのである- あの麗し

い夏の一日に自分とジョアンナの胸襟に生起した神秘的出

来事は,キリスト教の教義に縛られた人々(Hg且oomy houseH

[且.21]の佳人たち)のあずかり知らぬことだ,と｡i6)ここ

に,詩人の命名行為とアダムの命名行為との間の相 違点が

ある.

作品②で詩人が ｢ジョアンナの岩｣と命名する石は,｢生

ける石｣であった.と言うことは,この詩中で- ひいて
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は ｢土地命名についての詩群｣中で- 命名 ｡言及される

土地/場所にはすべて (生命/霊魂)Ugenius且oci')が

宿っていると言っても差し支えあるまい｡その様な土地/

場所に愛する人々の名前を付けて廻ることで,詩人は定住

の地として選んだ土地に(人と自然の精神的 ･霊的共同体)

を建設せんとしているのではあるまいか｡詩人の土地命名

行為によって入間の臣然化/風景化と自然/風景の太閤化

が同時に成立することによって,この共同体の建設は初め

て可能となるのだ｡

｢土地命名についての詩群｣には- 先に触れた詩人の

物質的所有欲とは異質の (ただし,本質的には同根の)

- 精神的所有願望の充足という側面が具わっている.｢生

ける石｣にジョアンナの名を冠することによって,詩人は,

肉体の耳を超えた く心の耳)- あの,…蝕離inwardeye"

Wwanderedionゆ asa.doud,畳.2且)の等価物- の所有

者 (つまりは詩人の分身)としての乙女にオマージュを払

ラ.友人として,恋人として,家族として自分を取り巻く

人々への愛情/敬意ならびに友人 ･隣人 ｡慰安者 争保護者

として己を囲鏡する土地 8風景 申自然への愛情/敬意とを

一つに繋ぐ行為が,(土地命名行為)の基本的意味合いで

あった.この素朴で自然な感情の基層部に- 半ば無意識

の衝動として- 詩人の所有欲/所有願望が潜在すること

になる｡さらに- こちらは極めて意識的な姿勢として

- 詩人の宗教信条 (異教的信仰)の表明としての命名行

為が加わる.とりあえずの結論としては,｢土地命名につ

いての詩群｣における土地命名行為の (記号としての意味)

は四つの ip'(̀Pastora且ism'田園趣味, p̀ossess立野eness'

所有欲, p̀aganism'異教精神, p̀antheism'汎神信仰)

に集約できそうである.

宅開き

地上の楽園さながらのグラスミアに住み,ワ-ズワスが

厳しい人生の現実を完全に忘却していた訳ではない｡それ

を裏付けるものとして,搾品HomeaiGrasmeyeには土地

の人々の過酷な生活ぶりを暗示する詩句も散見される｡17)

そこには,平和で牧歌的な生活に安住することへの詩人 の

反省が窺える｡｢土地命名についての詩群｣のグループA

に搾品④が挿入された理由も,実はこのことと無関係では

ない｡

とある九月の朝,詩人と二人の友人 (妹 ドロシ-とコー

ルリッジ)はグラスミア湖東岸へ散歩に出かける.湖の符ま

いはあくまでも穏やかで美しい｡歩を進める一行の耳には,

何処からともなく収穫の喜びの音声がこだまする (ll.42-43:

"anoisewasheard,thebusymirth/OfReapers,Men

andWomen,BoysandGirisH).まさに絵に描いた様な牧

歌的田園風景である｡その時一行は,前方の湖に突き出た
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岬の辺りに一人の男の姿を認める.すると,彼らは軽率に

も彼のことをこう判断してしまう- この収穫期の最中に

折角の賃労働の機会も活かさず,のんびり釣り糸を垂れて

時間を浪費するとは,何と怠惰なÅ (且.57:…Anidleman")

なのだろう,と.だが,その入物に近づいてみると,彼が

病に痩せ衰え,釣りで生計を立てる以外に手段を持たぬ気

の毒な男であることが判明する｡真相を知らされた時の一

行の驚きと反省の様子を,搾 品④はこう表現する-

TheillaPpyidieileSSOI-thatsweeこnOrri,

職 洩 a且Hts蜘eiy且mageS,WasChamgタd

Tose_riollSmuSirigarid t･3 Seif-reprc,aclli.

Nordid,,i;･efaiiこC.See TS,Ti,Ll-iiri C)lLTSelves

1.Tillaこrleedtlhiereis+jJbereserlJ'dinspeech,

A_Tlldこem per裏'iCi･irthc･llghtsWiこ1_niClF'arity.

('lii.741'79t,:I

ここには,｢怠惰｣だったのは男ではなく,毎分たち一行

の方だった,という強い内省 ("seriousmus豆ng…) と 自己

叱責 ("se翫 eproach")が見られる.そして,いかにも 彼

らしく,ワ-ズワスはこの体験を ｢自然/神｣が与えた ｢訓

戒｣(且.82:"admonishmenも=)として受け取るのである.18)

天与のこの忠告色警告を忘れないために,一行は件の岬に

r判断違い'j::il吋｣(/POINT RASInT-JLTDGln.iENTT､)と命名

する｡一見して,この命名行為がダル-プAの勉の作品の

場合と異なっているのは明由である｡岬に付けられた名前

そのものも,勉と異なり異様である.作品④の命名行為の

記号としての意味を仮に再び p̀'で表せば,それは

p̀remoniもion'(警告 ｡予告)となろう.LyricalBaiiads

第2版に収載された ｢土地命名についての詩群｣全体に潜

む自己満足- 見方によれば,それは自己歎痛に近い-

の危険性を,HomeatG和Smereの作者でもあったワ-ズ

ワスが知らなかったはずはない.言わば,グループAにお

ける倖品④の存在は,勉の作品の命名行為の意味内容 (先

述の四つの p̀')に対する解毒剤｡中和剤 (警告)の機能

を果たしている,と言えよう｡ 作品④の自然 くま.23:"the

deadca且m 且ake日日.71:"洩edeadunfee且ing互akeM)のみ

に汎神的 世界 の 生彩が欠けている理由も,このことと勿論

無縁ではない.19)

これとほぼ同じことが,作品⑥と⑦についても言える.

1815年の 『選詩集』に作品⑥が加わることで,｢土地命名

についての詩群｣全体の雰囲気に大きな変化が生じる｡そ

れは哀歌/挽歌としてのグループBの性格の強まりであ

る.一般には1800年から1802年にかけて制作された詩と冒

されているが,もし作品⑥に付された詩人の自注を作品の

一部と見なすならば,この詩は明らかに且805年2月 (ジョ

ン水難死の時期)以降に完成した作品である.20)搾 品⑥が

歌い上げる記念の土地とは,詩人の弟ジョンがグラスミア

滞在中に愛好し,通った｢稚林用 .9:…Astate旦yFir-grove")

である.これは詩人もかつて愛した場所であった.弟ジョ

ンは,その場所への通い道を自分の足で搾ってしまうほど

に,足繁くこの ｢機林｣に通ったのである｡詩人は ｢穫林｣の

潮騒にも似た葉擦れの音を開きながら,商船の指揮官とし

て甲板で不 寝番をするジョンの こ と を 想 像 する｡その時詩

人の心は弟と一体となり,再会の 日 の 訪 れ を 夢 見 る のだ-

Ai,3rle itreadt:r.is_TIJath;- fc)I 己ug:nit I k TIC)W ,

Tiコ血 gmyste王)StOthirie; aTIC-iJ. W 止 astor e

Ofu.nidistinguis-in_ablieSyrIlpaTliies,

Mirlgii-ll.g mOS･teamestl･Vis三1eSfo_TTJrieday

ViheriWe+.aridotllTleI･Srぬ om WeicIVe,Shallp_-ieeと

Aseco_Tld+Lime..illGrasm e_Te-shappyYale.

(ll.ユ05-iCf)

だが,詩Aの次の自注が語る通り,この再会は二度と果た

されなか った - "Thiswisぬwasnotg訂an.ted;挽e

iaI,i,1ented PersorlrlDtlorig af-herperisin･edbyshipwreck,…‥

この自注の存在により,作 品 ⑥ で ジ ョンの名を冠せられた

｢機林｣は - ジョンの忘 れ 形 見 と して- 彼の (墓標)

と化す｡ジョンの死後この 林 を 訪 れ る 度 に,ワ-ズワス兄

妹の胸に深い喪失感が蘇った で あ ろ う ことは,容易に想像

できる.この ｢機林｣は,グラスミアの楽園が決して永遠

に存続するものではないことを,彼らに警告したはずであ

る.ここに至って,搾品⑥の命名行為の記号としての意味

が明らかになる.それは - 再度シンボル p̀'を周いて

言えば - P̀assing 爵e且i'(弔鐘)としての p̀'である｡

ワ-ズワスは,｢土地命名についての詩群｣に作品⑥を溶

け込ませることで,楽観の勝ったグループAの雰囲気をよ

り深刻で真面目なものに変えている｡癒えて言えば,搾品

⑥はグループA全体を変質させる触媒の役割を果たしてい

るのである.

こ の 種の触媒作周は,グループBに対する作品⑦の働き

でもある.グループCにおける作品⑦の役割は,グループ

B中の作品⑥の存在効果をより強固にすることであった.

搾品⑦ (詩人75歳時の1845年の作)では,二つの美しい岩

峰 (i.2:"twoheath-dadRocksM;且.8:…洩osetwinPeaksM)

に,今や妻となって久しいメアリーと彼女の妹セアラの名

が詩人によって冠せられる.｢セアラの岩峰｣が - ジョ

ンの ｢稚林｣ 同様 一 墓標としての意味を有することは明

由である.何故なら,彼女はこの詩の制作の10年前 (1835

年)に既にこの世を去っていたからだ(且.16:"Noware they

partedM).とすれば,｢セアラの岩峰 ｣ はもう一つの p̀'

75
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UPassin針aWay'死去/ 衰 滅 ) の 徴 表 と な る ･ こ の 岩蜂は

- 傍らの双子の岩峰と共に- セアラの姉メアリーのさ

ほど遠くない死をも予告している.思えば,搾品⑦の執筆

時点では,｢土地命名についての詩群｣の命名行為にその

名を残した入射ま,詩Å夫妻を除いて,すべて死去してし

まっていたくメアリーとセアラの妹,ジョアンナの死は且843

年)｡この事実を知った上で詩人の次の希求の言葉を読め

揺,そこにはワ-ズワスの悲しい諦観の声を開く思い がする｡

Yeki_TldredPiriユaCles-

ThaTLさltlrIrliliet三nlegeTieraticITISCtI-1Ti=･.;正 ニd

Fc]:iC･Vlfea･:玉こ,I_ihierこ0i-rieiI･-riidir:ig-plJ{lごe

inTLilT,/ie'S裏〕yss..arepri-I,Tileged t･nJ eriL:ミIlre

Bealj-LiflliiriyC,llrSelves: arid Tic-ihliy grace.,:i

Wit/i-iiikec,)エmanrlこ;ilul･e.;i-1rJ;.T- graここyC･irSlid

FCrMa_Ty'1S 三IiuFlbie,Sar-a_hjs siierlてこ嶺In,

●Thattheirptユrejo:/Iirli-iaLIire m町 S汀VirT･,e

FrC〉mage.こCPigejribユeTide,imem o_T:.:.

乱 且8-26)

搾品⑥の場合と同様,搾晶⑦ の詩 人の願いが ｢叶えられる｣

(…gTanもe組…)ことはあり得 なH.｢土地命名についての詩

藤｣の登場人物たちが死に絶えた時,その ｢思い出｣

撒且en幽魂memory")も早晩地上から忘れ去られるに違い

ないからだ.グループCの中に組み込まれる時,かつて (請

人の所有)を暗示したダル-プ曳は,かくして皮肉にも (請

Åの喪失)の前奏曲を奏でることになる.グル-プA (1800

年の搾品群)が く人と自然との祝婚歌)であったとすれば ,

グループC H鋼5年の作品群)は (人と自然との死別を悼

む葬送曲)である.その意味で,グループCはグループA

とはもはや異質の詩群となる｡｢土地命名についての詩群｣

のこの変貌の中間に位置し,橋渡し役を演じるのがグルー

プB (且8且5年の作品群)であり,その際に作品⑥が重要な

触媒役を果たした点には既に触れた｡

約学際紀にわたる ｢土地命名についての詩群｣の変貌を

3段階に分けて辿ってきた今,我々はHomeatGrasmere

の中断 ｡絶筆の理 由をも知ることができる｡Homeat

G3paSmeYe全編に寝る雰囲気は,その本質において,｢土地

命 名についての詩群｣のグループAと同じものである.そ

こ に はグラスミアの佳人ワ-ズワスの生活人としての,ま

た詩人としての若々しい希望と夢と野心が - 時に不安も

交えて - 横溢している.しかし,その雰囲気は,たとえ

当時 の詩人の素直な気持ちの反映であったにせよ,その後

徐々に変質を迫られる質のものであった.｢土地命名につ

いての詩群｣が3段階の変貌を遂げる過程で比較的忠実に

詩人の心境の変化を写し取って行ったのに対し,Homeat
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Grasme紺 は,且000余行に上る分量の多さも災いしてか,

徐々に詩人の実感と隔たる所の多い作品に変わっていっ

た｡HomeatGrasme陀とその先に予定されていた大鰐 謁e

彪cluseが未完のままに中断されたことは,ワ←ズワスの

人生行路の長さと深い関係がある｡80年の轟きにわたるÅ

生において変わらない入間などいない訳で,余りに忠実に

且800年当時の詩人 (異教的｡汎神論的ロマン派詩人)の姿

を映す作品であったが故に,HomeatGgpaSmereはその後

の詩人の変貌 (保守的 中伝統的キリスト教詩人への変貌)

に追いつかなかったのであろう｡

最後に,7編の ｢土地命名についての詩群｣の命名行為

に内在す る 七つの記号 的意 味 p̀' U pasも¢ra且ism ',

～PGSSeSSiverieSS一,-pagainl三sm.TPariTJ-ieisr.了 ∴ Prem 〇Tli-

もion',̀P assingBe且且',iPassi昭一aWay')を確認のために列

挙して,詩人 ワ-ズワスの長い苦閑をしのぶよすがとしたい｡

三三

且)本論執筆のきっかけとなった議論の場の共有者として,私の

LyyicaiBaiiadsゼミに参加した院生の皆さん (西村みゆきさ

ん,西山公樹くん,清m広美さん,吉村裕子さん)に感謝し

ます｡なお,本論は文部省の平成11年度科学研究費補助金に

よる研究成果 (研究者番号:70035i6且)の一部である｡

2)ワ-ズワスの作品からの引周は,特に断らない限りErnesもde

Se旦incourtandHe畳enDarbyshire,eds.,調量ePoeticalWo戒soI

WiliiamWo的おwoyth,5vo且S.(Oxford:OxfordU｡P｡,1940-9)

に拠る｡以下 PW と略記する.ただし,｢土地命名についての

詩群｣中の1800年初出作品5編については,汲.臥.Bre枕amdA｡

殴｡5ones,e浸S｡,LyyicaiBaiiads,2nded.札ondon:鮎uも旦e通ge,

1991)による.

3)作品⑥の制作期間は一般には1800-1802年と言われているが,

ここではその期間にさらに3年の幅をもたせる.その根拠と

しては,deSeiinco血 の次の指摘(PW,互互,節.488)を参照-"The

poemwas血ted1802byW.ine弧 1815and1820,buH805五m

1836and耳.F."

4)SeePW,Ⅲ,p.488｡;JaredCuTtis,ed｡, 謁eFenwickNotesof

Wiiiiam Wo31dsu)0㌢飽 く鮎istoi:BristolClassicalPress,1993),

p.H8.

5)SeeBe挽 Dariing細n,ed"HomeatGrasmere(抽aca,N.Y｡:

Corne狙U.P｡,1977),MS.盟,ii,9-12｡HomeatGrasme柁

からの引周は,以下この版に拠る.

6)Cf｡JonathanWordswor恥 Wiiliam Wordsworth:君寵eBordeg:s

ofWision(Oxford:ClarendonPress,1982),p.118.

7)同じ心象風景を別の角度から描いたものとして,MS｡Bの161

-70行が参考になる.

8)ワ-ズワスの水鳥とParadiseLostの天使との間に見られる飛

邦イメージの類似については,PW,五五,p.522を参照.

9)JohnPurkis,A PrefacetoWwdswwih (London:Longman,
1970)には HHar沌eapWe狙Mと ｢土地命名についての詩群｣

の関連性への多少の言及が見られるが (See節.135),十分な

ものではない.

10)SeePW,ii,pp.488,514.

ll)ThePreiudeからの引用は,EmestdeSeiincourt,ed.,and

HelenDarbishire,rev.,ThePrelude:or,GroujthofaPoet'S
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Mind(Oxford:OxfordU.P｡,1959)に拠る.

i2)SeeDa扇dMcCracken,Wo通woタ娩 andtheLakeDistrict

(1984;rpも.Oxford:OxfordU｡㌘｡,1990),pp.193-94･
McCyackenは作品⑤の ｢メアリーの隠れ場｣の実在性にも多

少の暖昧さが残ることを指摘している.SeeoP.cit.,p.19触 ｡

13)Seeibi汲;5ohnBeer,Wo31dswoy娩 in Time(London:FabeT

andFaber,且979),p8102.

14)SeePW,五重,節.487｡

且5)1ud｡

16)HTo5oanna…の作者 を評するJohmBeerの次の発 言 は正鵠を

得ている- "…thereis血 e ghostofamanwho fromeaTiy

boyhood払adregardedhimse呈fasa血 epriestOfmature主m

somepagan,pre-Christiansense,Communicaも且ngdirec也ywi軌

払e豆ang混geOfherwi且血ess…:'seeop.cit.,節.107｡ただし,

ワ-ズ ワス に見 られ る この種 の心性 を Beer氏が "挽e

ぬemonism ofhisownimagination"(p.iO6)と呼ぶのは,正

統派キリス ト教徒の偏見である様に筆者には思われる.

17)たとえば,MS.Bの407-22行を参照.

18)この辺りには,｢蛭取りの老人｣が詩人に "aptadmonishment"

(豆｡112)を与える彪soiutionandlndePendenceとの類似性が

認められる｡

19)ワ-ズワスが 『新版詩集』(且845年)において作品④の詩行

一 植物に感情を与える詩行 乱 19-20了 ẁhich,seeming

iife且ess旭f,andha息fimpei旦夕d/Bysomein短ma旦feeiing,…")

- を削除した理由も同所にある.彼は,そこに見られるあ

まりに露骨な汎神論的アニミズムの トーンを押さえたかった

のである.

20)Cf.PW,五五,p.488｡
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